
海中美化

プロジェクト



休日の真崎海岸



真崎海岸の海底



・生物への影響

・水中景観の悪化

海中ゴミの影響



大学から最も近い馴染み深い海

海洋学部生も多く利用

海洋学部である

私たちの使命



海ゴミによる環境問題の改善

海ゴミ問題への認知度の拡大

海浜及び海中の景観の改善

活動目標

1.

2.

3.



主な活動
海中清掃海岸清掃

海岸に漂着したゴミを回収・分別 海に潜り海底のゴミを回収



三保 海岸清掃

三保 海中清掃

計7回

計4回

※海況不良・津波警報による中止あり

(4.5.6.7.9.11.1月)

(4.7.9.1月)



焼津石津浜
海岸・海中清掃

2023.10.7



由比漁港 海中清掃
2023.11.19



鳥人間コンテスト
レスキュー
ボランティア

2023.7.28~7.30

日本海洋人間学会

優秀ポスター発表賞受賞

2023.9.23~9.24



エフエムしみず ラジオ取材

学園校友会誌「TOKAI」 取材

平沢マリンセンター 活動紹介

オープンキャンパス・建学祭 活動紹介



活動から得た学び

1．自ら考える力
海岸・海中清掃を通して海ゴミ問題の現状への理解を深め、解決に

向けてどのようなことが有効かを考え、活動を改善させていった。

2．集い力
プロジェクトメンバーに限らず、漁港の人や高校生と協力して活動

を行う中でコミュニケーションを図るとともに、今後の活動にも向け
て地元の方々との新たな関係性を構築した。



活動から得た学び

3．挑み力
海岸・海中清掃を通して海洋ゴミ問題の改善に取り組んだ。

大学付近の三保に限らず、焼津や由比漁港など周囲の人を巻き込ん
で活動した。

ラジオ出演やオープンキャンパス、漁港清掃など新規の取り組みを
行った。

4．成し遂げ力
ユニークプロジェクトの時から海中清掃を行うポイントを変更し、

OWダイバーでも海中清掃を行うことができるようにした。

昨年度までは海岸清掃の実施回数が少なかったが、今年度は回数を
増やし、ライセンス未取得者でも活動できるように工夫した。



• 活動回数が天候に左右され、減ってしまった。
➝活動の予備日を設けるようにする

• メンバーへの情報発信が遅かった。
• 活動案が出ても実行できなかった。
• ミーティングの回数。

→今年度初めてチャレンジプロジェクとなり、書類の
作成・提出に手間取ってしまい、その他のことにう
まく時間を割けなかった
プロジェクトを動かす人手の不足

→一年間のチャレンジプロジェクトとしての経験を生
かし、来年度はよりスムーズに運営を行う

課題と反省



今後の展望

• 回収したゴミの再利用方法の提案と実行

• 活動頻度を高め、ゴミに関するデータを集める
→ゴミの種類や発生源、数量を明確にする

• 三保・真崎のゴミの推移から、海岸及び海中美化活動の方法を
模索するとともに本活動の必要性を示す

• 釣り人に対するアプローチ
→大学内に啓発ポスターの掲示。海岸への立て看板設置の検討



ご静聴ありがとうございました！
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